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研究データ共有の歴史と動向

• 文献データは1960年代より

• 研究データは1970年代より

• 塩基配列データバンク(INSDC)は日米欧の３極体制で

• タンパク質データバンク(wwPDB)は日米欧の４センターで

• 他の種類のデータにも共有の枠組みが広がりつつある

• 分野別目的別単位でのデータ共有の枠組みも多々ある

- 国際がんゲノムコンソーシアム(ICGC)

- Alzheimer’s Disease Neuroimaging Initiative (ADNI)

- Global Alliance for Genomics & Health (GA4GH)
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データ共有がなぜ進んでいるのか？

• 少数の数式や法則で表現できない
• DBは研究のインフラでありフロンティア
• ファンディング機関からの義務付け
• 論文投稿時における出版社からの義務付け
• 研究コミュニティにおける合意

- ヒトゲノムの公開に関するバミューダ原則

• 受け皿としてDBセンターの整備
• 民間企業も共有への理解
• DB構築が評価の対象という面も
• データ共有による研究の促進

- データ駆動型研究へシフト
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データの利用に関する障害

• 自分の専門外のDBを使う必要性あり
• DBや解析ツールの数が多すぎて使い方分からない

- 生体内相互作用DBだけでも500以上のDB
• 注釈が信頼性のあるものとないものが混在
• フォーマットや用語がバラバラ

- 遺伝子の概念さえDBによって違う
- 同じ遺伝子にも多数の名前あり

• データの文脈依存性、曖昧性、冗長性、複雑性、誤差

• データの囲い込み（公開されないデータも多数）
• データの権利関係不明
• データ解析できる人材（バイオインフォマティクス）の不足
• 受け皿となる中核DBセンターがない
• プロジェクト終了するとデータの維持管理更新されない
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